
（発表資料）                    平成１７年５月２６日 
                         財団法人 放送文化基金 
 

第３１回「放送文化基金賞」  

 
財団法人放送文化基金（理事長 河竹 登志夫）では、第３１回放送文化基金賞

を次のとおり（詳細別紙）決定しました。 
 
１ 番組部門―――――１４番組、５件 

（１）テレビドキュメンタリー番組………６番組 
        本賞―１ 優秀賞―該当なし テレビドキュメンタリー番組賞―５ 

（２）テレビドラマ番組……………………４番組 
       本賞―１ 優秀賞―１ テレビドラマ番組賞―２ 

（３）ラジオ番組……………………………４番組 
       本賞―１ 優秀賞―１ ラジオ番組賞―２ 
 

（４）個別分野賞……………………………５件 
    「出演者賞」――２件 
    「映 像 賞」――１件 
    「制 作 賞」――１件 
    「音響効果賞」―１件 
      

 ２ 個人・グループ部門―――――８件 
（１）放送文化………４件 
（２）放送技術………４件 

 
受賞番組、受賞者には、賞状、賞牌・トロフィー、賞金を贈呈します。 
賞金は、番組部門・本賞―２００万円、優秀賞―１００万円、各番組賞―５０万

円、番組部門の個別分野賞―各３０万円、個人・グループ部門―各５０万円です。 
なお、贈呈式は、平成１７年６月２４日(金) 午後４時３０分から千代田放送会館

ホール（東京都千代田区紀尾井町）で実施します。 
 
 
       お問い合わせ先  放送文化基金 

                東京都渋谷区宇田川町 41-1 共同ﾋﾞﾙ 5Ｆ 

                   ℡(03)3464-3131  

                     （担当 小野寺、馬越、安部） 



第31回「放送文化基金賞」受賞一覧

番
　
　
　
　
　
組
　
　
　
　
　
部
　
　
　
　
　
門

テレビドキュ
メ ン タ リ ー   
番        組

テレビドラマ
番　　　　組

テレビドラマ
番 組 賞

テレビドキュ
メ ン タ リ ー   
番 組 賞

本 　 　 賞

本 　 　 賞

(200万円) ＮＨＫ広島放送局
ＮＨＫスペシャル
復興 ～ヒロシマ・原子野から立ち上がった人々～

優　秀　賞

優　秀　賞

本 　 　 賞

優　秀　賞

(100万円) 該当なし

(50万円)

(50万円)

(100万円)

(50万円)

(50万円)

(50万円)

(50万円)

(50万円)

ＮＨＫ松山放送局 ＮＨＫスペシャル
四万十川　驚異の汽水域

中部日本放送 山小屋カレー　～２００４秋篇

ＮＨＫ� ＮＨＫスペシャル
トラック・列島３万キロ ～時間を追う男たち～

中京テレビ
ＮＮＮドキュメント '04
見過ごされたシグナル
検証　高速道路トラック事故

ＮＨＫ長崎放送局 体いっぱいで原爆を語りつぐ

(200万円)

(100万円)

(50万円)

(50万円)

(200万円)

テレビ朝日 テレビ朝日開局45周年記念　特別企画
砦なき者

日本テレビ ウーマンズ・ビート ドラマスペシャル
溺れる人

ＮＨＫ

ＮＨＫ

ＮＨＫスペシャル
21世紀日本の課題「司法大改革　あなたは人を裁
けますか」 第一夜 ドラマ編

日本テレビ 向田邦子新春ドラマスペシャル
冬の運動会

ラジオ番組

ラジオ番組賞

宮崎放送 ＭＲＴラジオスペシャル
チンドン降臨 ～神話の里　高千穂からの報告～

北海道放送 「熊木杏里の朝の夜ふかし」スペシャル
～あなたと歌いたい～

北日本放送 Thanks ａ lot, to Yutaka Ozaki
～音楽プロデューサー　須藤 晃　13年目の告白～

個 別 分 野

出 演 者 賞

出 演 者 賞

映　像　賞

制　作　賞

音響効果賞

(30万円)

(30万円)

(30万円)

(30万円)

(30万円)

篠原　涼子 「ウーマンズ･ビート ドラマスペシャル
溺れる人｣の演技

役所　広司 テレビ朝日開局45周年記念 特別企画 砦なき者｣
の演技

木原 英雄、山本 泰正、
坪内 俊治、上辻 裕己、
小合 正太郎

「ＮＨＫスペシャル　四万十川　驚異の汽水域」
の映像

中村 直文、落合 厚彦、
下垣 圭三

「ＮＨＫスペシャル　トラック・列島３万キロ
 ～時間を追う男たち～」の制作

若林　宏 「ＦＭシアター　シリーズ・ベトナムの現代文学
戦争の悲しみ」の音響効果

放 送 文 化

(50万円)

(50万円)

(50万円)

(50万円)

(50万円)

(50万円)

(50万円)

(50万円)

赤井　朱美
（石川テレビ ディレクター） 優れたドキュメンタリー番組の制作�

ＦＭながおか(新潟県長岡市)と
エフエム雪国(新潟県南魚沼市)

新潟県中越地震発生後、地元のコミュニティエフ
エム放送局として被災者向けに流し続けた一連
の災害放送

ＮＨＫ神戸・大阪放送局震災
10年ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ （NHK神戸放送局･
NHK大阪放送局）

震災10年「いのち守るために」キャンペーンの
取材・制作活動

ＮＨＫ『難問解決！ご近所
の底力』制作班（ＮＨＫ）

身近な地域意識の醸成を促す新しい視聴者参加バ
ラエティ番組の確立

放 送 技 術

音声チェッカー開発グループ
代表　中島　良隆(読売テレビ) 

マスター監視の負担を大幅に軽減できる音声
チェッカーの開発・運用

５倍速ハイビジョンハイスピード
カメラ開発グループ
代表　小笠原　俊英 （ＮＨＫ） 

５倍速ハイビジョンハイスピードカメラの開発

関　克哉（フジテレビ）
モーションコントロールカメラシステム

「Camsat」の開発・運用

ＴＶＭＬ研究開発チーム
代表　林　正樹（ＮＨＫ）

ＴＶＭＬの実用化

ＦＭシアター　 シリーズ・ベトナムの現代文学
戦争の悲しみ

個
人
・
グ
ル
ー
プ
部
門

部　　門 賞 （ 賞 金 ） 受   賞   者 番  組  名  ・  業  績
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 第３１回 放送文化基金賞 
「 番 組 部 門 」 

― テ レ ビ ド キ ュ メ ン タ リ ー 番 組 ― 
本  賞 
ﾀｲﾄﾙ･放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       
ＮＨＫスペシャル  
復 興 
～ヒロシマ・原子野か
ら立ち上がった人々
～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 16.8.6（金） 
21:00～21:58 
 
ＮＨＫ広島放送局 
 

制作統括 
 
 
構成 
 
取材 
 
撮影 
語り 
 

梅岡 宏 
近藤 史人 
小高 純 
横井 秀信
今井 洋介
西山 健一
佐藤 将之
上泉 美雄 
高橋 美鈴 
 

原爆投下直後の広島を記録し
た 150 枚の航空写真がアメリ
カ・メリーランド州の国立公文
書館にある。原爆の威力を調査
するためにアメリカ軍が撮影し
たものである。 
黒ずんだ瓦礫の原野、くすぶる

煙。70 年は草木も生えないと言
われた、破壊し尽くされた広島
の姿が写し出されていた。 
番組は広島大学と協力し、この

写真をデジタル技術で分析。そ
こには、死の街から立ち上がろ
うとする人々の姿もとらえられ
ていた。 
被爆５日後には、十数張りの仮

設の救護テントが建てられ、さ
らにその３日後には焼けた路面
電車は移動させられて主要な道
路は通れるようになっていた。
復興の第一歩である。 
航空写真に残された生の傷跡

と当時現場にいた人々の証言か
ら、怒りや悲しみを乗り越えて
再生に取り組む人たちと広島復
興の道程を辿った。 

 広島と長崎の放送局
からは毎年、被爆体験
を風化させてはならな
いという志が伝わる優
れた番組の応募がある
が、この作品は荒野と
化した被爆都市の復興
をテーマとしたもので
ある。 
悲劇の強調ではな

く、航空写真から復興
の過程を実証的に検証
し、従事した人たちの
真情をも的確に記録し
た。 
むしろ優しさに充ち

た反原爆ドキュメンタ
リーとなっている。 

 
テレビドキュメンタリー番組賞                                                                                                                                                                                          

ﾀｲﾄﾙ･放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       
ＮＨＫスペシャル 
四万十川 驚異の汽
水域 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 16.8.28（土） 
21:00～21:52 
 
ＮＨＫ松山放送局 

制作統括 
 
構成 
取材 
 
 
 
映像編集 
出演者 
       

山本 篤 
木原 英雄 
武内 俊輔 
山本 泰正 
坪内 俊治 
上辻 裕己 
小合正太郎 
伊藤 康弘 
一藤 貞夫 
 
 

高知県西部を流れる清流、四万
十川。河口から 6～9 ㎞は海の水
と川の水が交差する汽水域であ
る。そこを舞台に繰り広げられる
豊かな自然の営みを１年間にわ
たって映像で記録した。 
夏には南方系の熱帯魚があふ

れ、冬にはアオノリが川床を緑に
染め、鮎などの稚魚を育む。その
豊かな自然が昔ながらの漁法に
生きる地域の人々を支えている。 
そして、長期にわたる挑戦の結

果、日本ではごく限られた場所に
しか生息していない“幻の魚”ア
カメの生きた姿、そして暗闇に光
る赤い目を初めてカメラにとら
えることに成功した。 

日本有数の清流、四
万十川の汽水域に着目
し、海と川が交差する
ことで起きる神秘的な
自然現象や豊かさのメ
カニズムを映像と音声
の機能をフルに活かし
て見事にとらえた。 
ほとんどは視聴者に

とって初めて目にする
映像だが、自然の神秘
を描いた優れた映像詩
になっている。 
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テレビドキュメンタリー番組賞 
ﾀｲﾄﾙ･放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       
山小屋カレー  
～２００４秋篇 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 16.11.29（月） 
1:05～2:00 
 
中部日本放送 

演出･ﾌﾟﾛﾃﾞ
ｭｰｽ 
企画･ﾃﾞｨﾚｸ
ﾀｰ 
構成 
撮影 
音声 
撮影補 
音響効果 
語り 
出演 

藤井 稔 
 
大園 康志 
 
松永 英隆 
川瀬 荘司 
吉田  高章 
正木 圭太 
大沼 賢一   
大杉 漣 
佐々木正一 
佐々木春江 

三重県・御在所岳にある「御在
所 山の家」。鈴鹿連峰では草分け
的なこの山小屋の管理人は 94 歳
になる佐々木正一さんと 92 歳の
春江さん夫婦。盛況時には 1 万人
もあったという泊り客も今では
めっきり減った。“人は働けるう
ちは働らかなあかん”という無口
で働き者の正一さんは 15 分の昼
寝が日課だ。屋根のさび止め塗
り、水道の補修と忙しい毎日。耳
の遠い春江さんはお喋りで頑固、
“ちぐはぐな夫婦や”と笑う。築
70 年になる山小屋での変わらぬ
日々。ここでの夕食は春江さんの
作るカレーと決まっている。誰に
も文句は言わせない…。 

“頭を押さえつける
ものがいないのが一
番”と言う老夫婦がた
くましく暮らす山小
屋。美しい自然の移ろ
いとともに過ぎゆく
日々の中で交わされる
“噛み合わない”会話
は見るものを笑いに誘
う。限りなく人間味に
あふれた作品。 

ＮＨＫスペシャル 
トラック･列島３万 
キロ 
～時間を追う男たち
～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 16.7.18（日） 
21:00～21:49 
 
ＮＨＫ 

構成 
制作統括 
取材･撮影 
照明    
編集 
         
音響効果 
語り 
 
 

中村 直文 
千葉 聡史 
落合 厚彦 
下垣 圭三 
高橋 寛二 
草場 一友 
小野さおり 
苅谷 俊介 
 
 
 

日本経済の物流の９割を担っ
ているトラック業界。企業や消費
者から“より早く” “より安く”
を求められる一方、相次ぐ事故の
影響により、大型トラックに対
し、時速９０ｋｍのスピード制限
装置の装着が義務づけられた。
「スピード」と「安全」のはざま
で葛藤を続ける長距離トラック
運転手たちの日々を追った。 
トラックステーションで出会

った、ベテラン運転手。彼のトラ
ックに同乗して走り続けた日本
列島３万キロの取材の旅は、彼ら
の悲鳴を伝えている。記録した映
像の背後にかいま見えてきたも
のは、スピードや効率を求める一
方で大切なものを失い続ける“現
代”の姿だった。 

過当競争を強いられ
る長距離トラック運転
手の日常をひたすら記
録した映像が、背後に
透けて見える“現代”
を鮮やかに伝えてい
る。 
肥大化した我々の物

流への欲望をはじめ、
見るものにさまざまな
思いを抱かせる優れた
作品。  
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テレビドキュメンタリー番組賞 
ﾀｲﾄﾙ･放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       
ＮＮＮﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ'04 
見過ごされたシグナ
ル 
検証 高速道路トラ
ック事故 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 16.6.27（日） 
24:25～25:20 
 
中京テレビ 
 

構成 
ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 
ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 
編集 
撮影 
録音 
整音 
音響効果 
ﾅﾚｰﾀｰ 

樋口由紀雄 
大脇三千代 
桜井 一毅 
常川 篤 
中村 康久 
鈴木 彰 
浜口 崇 
尾澤 道春 
内藤 剛志 

2002 年 8 月、三重県鈴鹿市の
東名阪自動車道で死者 5 人を出
す事故が発生した。渋滞中の車
の列に居眠り運転の大型トラッ
クが突っ込んだのが原因だっ
た。亡くなった愛知県弥富町の
阪口若葉君（6 歳）の両親は「死
ななければならなかった本当の
理由を 6 歳の子どもにもわかる
ように説明するのが大人の責
任」と考えている。 
日本の物流の 9 割を支えるト

ラック業界は今、規制緩和によ
る過当競争と運賃の値下げに苦
しんでいる。しわ寄せを受けて
いるのはトラック運転手。事故
が起きてから監査に入る今の体
制に対し、阪口さん夫婦は国土
交通省への問いかけを始めた。 

あるトラック事故を
取り上げ、その事件の
背後にある社会的構造
に鋭く迫っている。構
造的な問題をよくとら
え、事故という切り口
から、事故の当事者、
被害者の立場の両方に
迫り、社会のひずみを
浮び上がらせている。
国や地方機関を含め、
多角的な取材を行なっ
ている点も評価され
た。 

体いっぱいで原爆を
語りつぐ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 16.8.9（月） 
21:00～21:49 
 
ＮＨＫ長崎放送局 
 

制作統括 
構成 
取材 
編集 
音声 
 
音響効果 
語り 
声の出演 

鳥谷部寛巳 
鐘ヶ江雅子 
藤田 斉弘 
市川 芳徳 
猿田 茂一 
蒲原 卓 
小野さおり 
長谷川勝彦 
白坂 道子 

生まれたときから耳が聞こえ
ない山﨑榮子さん(77)は、18 歳
の時に長崎で被爆し、姉を亡く
した。山﨑さんは“あの日”の
記憶を手話で語り継いでいる。 
一昨年の長崎平和祈念式典

で、被爆者代表として、手話で
平和の誓いを呼びかけた。顔の
表情や体全体で、目の当たりに
した惨状を生々しく語る姿は大
きな反響を呼んだ。 
戦後 60 年を迎え、被爆者の平

均年齢は 71 歳を超えた。長崎の
聾唖被爆者は 100 人に及ぶが、
多くは自らの体験を証言してい
ない。被爆体験の風化が叫ばれ
る中、山﨑さんは自らの体験と
思いを静かに激しく語り続け
る。 

 聾唖者の主人公が被
爆体験を手話で伝える
「無音の表現」が見る
者に迫ってくる。手話
だけの表現が、かえっ
て原爆の悲惨さを強く
伝えている。活字メデ
ィアでは決してできな
い、テレビ独自の「記
録と伝達」であると評
価された。 
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第第第第３３３３１１１１回回回回 放放放放送送送送文文文文化化化化基基基基金金金金賞賞賞賞
「「「「 番番番番 組組組組 部部部部 門門門門 」」」」

－－－－ テテテテ レレレレ ビビビビ ドドドド ララララ ママママ 番番番番 組組組組 －－－－
本本本本 賞賞賞賞
ﾀｲﾄﾙ･放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概 選 考 理 由
テレビ朝日開局 45
周年記念 特別企画
砦なき者

平成 16.4.2（金）
21:00～23:09

テレビ朝日

原作・脚本
監督
制作統括
企画

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ

音楽
出演

野沢 尚
鶴橋 康夫
早河 洋
岩永 恵
小橋 智子
黒田 徹也
田辺 隆史
宇崎 竜童
役所 広司
妻夫木 聡
鈴木 京香
内野 聖陽
大杉 漣

ほか

ビジネスホテルの一室で全裸
の女子高生がひとり、首を吊っ
た。少女は前日、首都テレビの
人気ニュース番組『ナイン・ト
ゥ・テン』の特集企画の中で、
少女売春の元締めとして報じら
れたばかり。恋人を報道によっ
て殺されたと訴える青年・八尋
樹一郎がライバル局に出演し、
視聴者の同情を一身に集める。
瞬く間にカリスマ青年と化す八
尋。一方、視聴者の非難を浴び、
番組を降板させられた『ナイン・
トゥ・テン』のメインキャスタ
ー・長坂文雄は、企画を担当し
た女性ディレクター・逢沢瑤子
とともに、八尋の過去を追い、
彼の仕掛けた“完全犯罪”の全
貌を暴いていく。そこには、テ
レビのスキを逆手にとってのし
上がる怪物の姿があった―。

命を懸けて八尋と対決する覚
悟を決めた長坂。長坂が最後に
見たものは･･･

メディアという巨大な世
界の内と外を「砦」という
概念で描いた迫力に満ちた
作品。登場人物の吐くセリ
フが見る側に突き刺さって
くる。業界、一般視聴者も
含めたテレビ社会そのもの
に対する問題提起を含んで
いる。また、放送界の根幹
を揺るがすニュースが相次
ぐなか、この作品の先見
性、予見性が注目され、評
価に繋がった。

今までにないドラマに挑
んだスタッフ、役者たちも
高く評価された。

優優優優 秀秀秀秀 賞賞賞賞
ﾀｲﾄﾙ･放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概 選 考 理 由
ウーマンズ・ビート
ドラマスペシャル
溺れる人

平成 17.3.1（火）
21:03～22:54

日本テレビ

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ

演出
脚本
音楽
原作
出演

前田伸一郎
荻野 哲弘
雨宮 望
井上由美子
糸川 玲子
藤崎 麻里
篠原 涼子
西島 秀俊
栗原 小巻
前田 吟
室井 滋
布施 博
峰 竜太
泉谷しげる

ほか

母親の過剰な期待を受けて育
った麻里は故郷に帰り結婚する
が、それ以来毎日酒を飲むよう
になる。一旦酒を口にするとと
まらず、泥酔し醜態をさらす。
酔いが覚めれば反省するが、結
局同じことが繰り返される。妊
娠、出産を機に、酒への欲求が
消えるが、これも娘が 1 歳にな
るまで。飲酒は以前よりエスカ
レート、屋根裏やトイレのタン
クにまでビールを隠し、ついに
はスーパーでワインを万引。ア
ルコール依存症だと察した夫・
誠治の説得で、専門病院を訪れ、
断酒を始めるが、発熱した娘の
ためのイオン飲料を買いに出た
夜、自動販売機を目にすると、
またビールを買い込み、地べた
に座り込んで泣きながら飲み続
けるのであった。

しかし、自らの意思で閉鎖病
棟に入ることを決断、壮絶な闘
いに挑んだ・・・。

アルコール依存症と闘う
主婦の経過をけれんみなく
描ききり、これまでのテレ
ビドラマでは真正面から描
かれることがなかったアル
コール依存症の重大性を示
した。入念な取材に裏打ち
されたリアリティと入魂の
演技が見るものを強く引き
つけた。

“人間関係の病”といわ
れるアルコール依存症を通
して、夫婦とは何か、家族
とは何かをも問いかけてい
る。
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テテテテレレレレビビビビドドドドララララママママ番番番番組組組組賞賞賞賞
ﾀｲﾄﾙ･放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概 選 考 理 由
ＮＨＫスペシャル
21 世紀日本の課題
｢司法大改革 あなた
は人を裁けますか」
第一夜 ドラマ編

平成 17.2.12（土）
21:00～22:14

ＮＨＫ

作
音楽
制作統括
演出
美術
技術
音響効果
出演

下川 博
栗山 和樹
岩谷可奈子
望月 良雄
稲葉 寿一
大沼 雄次
若林 宏
三浦 友和
内山 理名
佐藤 慶
中村 梅雀
麻生 祐未
あき 竹城
佐藤 正宏
マギー
若松 武史

ほか

司法改革の目玉、裁判員制度
が 2009 年スタートする。

その 2009 年、リストラが原因
でホームレスになった男が起こ
した傷害致死事件の裁判が始ま
った。3 人のプロの裁判官と共に
事件を裁くことになった裁判員
はサラリーマンや就職浪人中の
女性、主婦、老人などたまたま
選ばれた 6 人。はじめはプロの
裁判官に結論を出してもらって
早く解放されたいとの気持ちが
強かったが、次第に自分の生活
感覚に照らして考え、真剣に議
論を交わすようになる。

そして、焦点は実刑判決とす
るか、執行猶予を付するかにな
った・・・。

裁判員制度のスタートを
4 年後にひかえ、初めて重
大な刑事事件を裁く立場に
なる裁判員が法廷や評議の
場でどんな役割を担うこと
になるかを、分かり易く描
いている。裁判員の生活感
覚を踏まえた率直な発言や
自らの人生を振り返っての
心の揺れも丹念に描かれ、
市民感覚を取り入れた“新
しい裁判”を身近に感じさ
せた。

向田邦子新春ドラマ
スペシャル
冬の運動会

平成 17.1.4（火）
21:00～23:54

日本テレビ

脚本
監督
企画協力
出演

田渕久美子
水田 伸生
畠中 鈴子
岡田 准一
長谷川京子
國村 隼
樋口可南子
植木 等
寺島しのぶ

ほか

大学生の北沢菊男は、元裁判
官の祖父・健吉と一流企業に勤
める父・遼介と母・あや子の４
人家族。堅苦しい家に苦痛を感
じていた菊男は、子どもがいな
い中年夫婦が営んでいる靴屋に
出入りをしている。菊男は、そ
の家族に安らぎを感じていた。
そして、客として来た日出子と
いう女性にひかれていく。

一方、家では謹厳な健吉も実
は愛人を囲い、父親も亡き親友
の妻のもとへ足しげく通ってい
る。それぞれが本当の家族より、
安らぐことができる「疑似家族」
を持っていた。

やがて男達の秘密が明らかに
なり、家族は大きく揺らぐが、
やがて父は子を子は父を理解す
る・・・。

向田作品を現代に置き替
え、登場人物たちのささや
かな日常を丁寧に描いてい
て、今という時代の問題を
浮き彫りにしている。

この作品は、リメイク作
品だが、今日的な視点、新
しさを打ち出していて、新
しいドラマとして評価でき
る。
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第３１回 放送文化基金賞 
「 番 組 部 門 」 

― ラ ジ オ 番 組 ― 
本  賞  
ﾀｲﾄﾙ･放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       
ＦＭシアター シリ
ーズ・ベトナムの現
代文学 
戦争の悲しみ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 16.9.18（土） 
22:00～22:50 
 
ＮＨＫ 

 

原作 
訳 
脚色 
音楽 
制作統括     
技術 
音響効果 
演出 
出演 
 
      
    
 
 
 

バオ・ニン 
井川 一久 
谷 登志雄 
ﾆｳ ﾅｵﾐ 
金澤 宏次 
大塚 豊 
若林 宏 
保科 義久 
横堀 悦夫 
水野 ゆふ 
南風 洋子 
樋浦 勉 
   ほか 
 

1976 年、ベトナム戦争が終わっ
て1年後。11年ぶりに故郷ハノイに
帰還したキエンは、恋人フォンと再
会する。夜毎、地獄のような戦場の
記憶に悩まされるキエン。不眠症
のためさまよう夜の街でキエンは、
フォンが娼婦のような生活を送って
いることを知ってしまう。 

1965 年、アメリカが本格参戦した
その年、キエンは人民軍に入隊す
る。フォンと乗った貨物列車は空襲
に遭遇する。爆弾炸裂の中でフォ
ンは集団レイプされ、キエンはその
一人を撲殺する。17 歳のあの日、
愛し合っていた純粋無垢の若き抗
米愛国の二人のうち、一人は戦士
になり、一人は女になった。 

戦争は終わった。しかし、それは
狂気と死と暴力の勝利であった。
人々の心から戦争の傷跡が消える
ことはない。 
 

平和を取り戻してもな
お、ベトナム戦争の傷跡
に苦しむ一組の男女の
哀切きわまりない心情を
豊かに描き出すことに
成功している。 

戦時と現在の時空を
往還しながらの重層的
なストーリー 展開と場面
場面を立体的に伝える
音響が、映像を上回る
鮮烈さでわき上がってく
る最高作品。 

緊迫した構成、見事な
脚色で聞き応え十分で
ある。 

また、俳優陣の熱演も
高く評価された。 

優 秀 賞 
ﾀｲﾄﾙ･放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       
ＭＲＴﾗｼﾞｵｽﾍﾟｼｬﾙ 
チンドン降臨 
～神話の里 高千穂
からの報告～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 16.10.31（日） 
22:30～23:30 
 
宮崎放送 

脚本･演出 
音響調整 
取材制作･ 
番組ﾘﾎﾟｰﾀｰ 
出演 
 

山県 昭彦 
守安 章 
湯浅 和憲 
 
神のおた福
ちんどん屋 
(戸高 タズ
他 6 名） 
高千穂神社
宮 司 ( 後 藤 
俊彦) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九州山地奥深く、天孫降臨の神
話で知られた高千穂で、「神のお
た福ちんどん屋」を名乗り元気いっ
ぱいにチンドン屋を演じて回るお
ばあちゃんグループがある。メンバ
ーは 7 人。平均年齢は 75 歳。「神
のおた福ちんどん屋」誕生のキッ
カケは平成 11 年春、氏神様の祭り
に余興として出演したことだった。 

デビューしたおばあちゃんたち
のチンドンは小さな山里を揺るが
すほどの大評判になり、以来いろ
いろなところから出演依頼が続い
ている。過疎化が進む高千穂町
の、今や地域に活力を呼びおこす
大切な存在になっている。青春時
代を戦争の中で過ごしたメンバー
たちの苦難に満ちた人生の足取り
と共に、地域活動に取り組んでい
る姿を描き、高齢健常者が残る人
生をいかに生きるかに一つの示唆
を与えている。 

 

ラジオの特徴である
音の威力をストレートに
生かしきった迫力のある
番組である。 

平均年齢75歳の7人
のおばあちゃんたちが
チンドン屋を結成し、地
域活動に取り組む物語
は、チンドンの音響と快
活なしゃべりとで高千穂
に活力を吹き込んだ。    

苦労した過去を持つ
高齢の女性たちの生き
生きとした姿が共感を誘
った。 
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ラジオ番組賞 
ﾀｲﾄﾙ･放送日・制作 スタッフ・出演者 等 梗 概          選 考 理 由       
「熊木杏里の朝の夜
ふかし」スペシャル 
～あなたと歌いたい
～ 
 
 
 
 
 
平成 16.5.31（月） 
20:20～21:00 
 
北海道放送 

制作 
構成・演出 
技術 
出演 

鎌田 強 
吉田 隆志 
小沼 秀 
熊木 杏里 
小林 真己 
吉俣 良 

レギュラー番組「熊木杏里の朝
の夜ふかし」のスペシャル番組。 

当初の企画は上顎ガンを克服し
た小林真己（こばやしまなみ）さん
に、歌手の熊木杏里（くまきあんり）
が、彼女を勇気づけるオリジナル
曲をプレゼントするというものであ
った。しかし、二人が会話を重ねて
いくうちに、逆に常に前向きに生き
ている小林さんから励まされるとい
う関係となっていった。お互いに自
作の曲を披露しあうことで、二人の
心は更に通じ合っていった・・・・・。 

ガンとの戦いを通して
生の意味を問い続ける
小林真己さんの前向き
な姿勢は、聴き手に深
い感銘を与えたと評価さ
れた。 

感傷的になりがちな
テーマであるが、「病気
になってよかった」とまで
言わせる真己さんの内
面からは、歌があり、出
会いがあってかき立てら
れた力強い生命の賛歌
が響いてくるようである。 

Thanks a lot, 
to Yutaka Ozaki 
～音楽ﾌ ﾟﾛ ﾃﾞ ｭ ｰ ｻ ｰ 
須藤晃 13 年目の告
白～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 16.5.30（日） 
14:00～15:00 
 
北日本放送 
 

制作・構成 
･技術 
出演 
ﾅﾚｰｼｮﾝ 
 

上原 誠 
 
須藤 晃 
小林 淳子 
工藤 佳永 
 
 
 

歌手・尾崎豊の 13 回忌を終え
てまもなく、彼をﾃﾞﾋﾞｭｰ当時から支
え続けた音楽ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ須藤晃
(すどうあきら)氏が、心の奥深く封
印してきた尾崎への思いの全てを
語った。彼の死後、尾崎豊ﾌﾞｰﾑに
沸く世間とは逆に、苦悩を抱えた
12 年間であった。彼との出会い、
二人での歌作り、覚醒剤逮捕、活
動 の再 開 、そしてその直 後 の
死・・・・・。初めて公開される尾崎
の肉声も交え、須藤氏の淡々とし
た告白が続く。 

「尾崎の歌を開放することがこれ
からの自分の仕事」と考えた須藤
氏は尾崎を敬愛する多くのﾐｭｰｼﾞ
ｼｬﾝが参加したﾄﾘﾋﾞｭｰﾄｱﾙﾊﾞﾑを
発表。番組から流れるこれらの曲
も印象的だ。 

26 歳で不慮の事故で
亡くなった尾崎豊を最も
理解した音楽ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻ
ｰ須藤氏 の、彼への深
い愛情を感じさせる告
白の一つ一つが胸に響
く。 

テーマを押し付けるこ
となく、静かに考える時
間を共有でき、ラジオの
60 分を深く豊かにした
作品。 
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第３１回放送文化基金賞

「 番 組 部 門 」－ 個 別 分 野 賞 －

出 演 者 賞

受 賞 者 対 象 番 組 選 考 理 由 等

ウーマンズ・ビート ドラ
マスペシャル
溺れる人

（日本テレビ）

テレビドラマ番組

アルコール依存症の主婦を熱演した篠原涼
子は、そのやわらかな存在が周囲の出演者の
芝居を撥ねつけて、しかし浮き上がることな
く物語を展開させ、作品のクオリティを高め
る鋭さがあった。自分自身の存在を賭けて、
テレビとのつきあいかたを示唆した意欲と力
の大きさが高く評価される。

出 演 者 賞

テレビ朝日開局４５周年記
念 特別企画
砦なき者

 （テレビ朝日）

テレビドラマ番組

大ベテランの俳優だが、常に新しい役作り
に挑み、『砦なき者』のキャスター役では、
自らのジャーナリスト生命を賭け、メディア
とは何かと問いかける迫真の演技で、視るも
のに緊張を与えた。

映 像 賞

ＮＨＫスペシャル
四万十川 驚異の汽水域

（ＮＨＫ松山放送局）

ﾃﾚﾋﾞﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ番組

汽水域に見られる自然の驚異、そこに生息
する生命体の不思議さを、最先端の技術を駆
使しながら、映像詩とでもいえる美しいドキ
ュメンタリーに作り上げている。映像表現は
見事である。高感度カメラがとらえた暗闇に
光るアカメのまさに「赤い目」など、数々の
初めての映像も評価される。

制 作 賞

ＮＨＫスペシャル
トラック・列島３万キロ
～時間を追う男たち～

（ＮＨＫ）

ﾃﾚﾋﾞﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ番組

規制緩和による過当競争を強いられる長距
離トラック。彼らの車に同乗して、３万キロ
を密接取材した制作現場の労苦。運転手を対
象に、距離を置いてその日常をひたすら記録
した姿勢が、かえって現実の重みを鮮やかに
伝えている。

音 響 効 果 賞

ＦＭシアター シリーズ・
ベトナムの現代文学
戦争の悲しみ

（ＮＨＫ）

ラジオ番組

激しい銃撃戦や機関車、駅での雑踏の音な
ど極めて丁寧に作られており、ベトナムの当
時の町の様子やベトナム戦争の悲惨さを音で
描くことに見事に成功している。
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第３１回放送文化基金賞 

「 個 人 ・ グ ル ー プ 部 門 」 

－ 放 送 文 化 － 

 
受  賞  者 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由   

 
 
あかい あけみ 

赤井 朱美 
 

 (石川テレビ 
ディレクター） 

優れたドキュメン
タリー番組の制作 

 常に人間を軸にした独自の視点と感性で様々なﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ
番組を制作してきた｡日々のﾆｭｰｽでは伝え切れないものをじっ
くり掘り下げ､今日的な意味を鋭くあぶり出す作品は評価が高
く､受賞も多数｡特に生活者の視点から原発問題に焦点を当て
た番組は４本を数える｡地元の視聴者からの高い支持を得て､
平成 16 年から自社で月一回のﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ番組のﾚｷﾞｭﾗｰ化を
実現させた功績は大きい｡ 

 

 

受  賞  者 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由   
  
 
ＦＭながおか(新潟
県長岡市)と 
エフエム雪国(新潟
県南魚沼市) 

 
 

新潟県中越地震発
生後､地元のコミ
ュニティエフエム
放送局として被災
者向けに流し続け
た一連の災害放送 

市町村をｴﾘｱとするｺﾐｭﾆﾃｨ FM の両局は､新潟県中越地震
(平成 16 年 10 月)に遭遇した際､地域密着型ﾒﾃﾞｨｱとしての
特性を十分に発揮し､安否情報､ﾗｲﾌﾗｲﾝや避難所の情報､生
活情報まできめ細かく伝えた｡また､ｺﾐｭﾆﾃｨ放送局としては
初めて､それぞれ長岡市と十日町市に開設された臨時災害
対策局の運営と放送業務を担った｡災害発生時に､身近な
｢私たちの放送局｣として､地域に根ざしたｺﾐｭﾆﾃｨ FM 放送の
役割の可能性をﾌﾙ回転で実証したことが高く評価された｡ 

 

 
受  賞  者 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由   

 
ＮＨＫ神戸･大阪放
送局 震災10年プロ
ジェクト 

 
（NHK 神戸放送局･
NHK 大阪放送局） 

震災 10 年「いのち
守るために」キャ
ンペーンの取材･
制作活動 

 阪神･淡路大震災 10 年の節目にあたり､新潟中越地震の状況
も踏まえながら､改めて｢防災への備え｣｢生活の復興｣などをﾃｰ
ﾏに様々な番組を集中編成した｡ＮＨＫｽﾍﾟｼｬﾙで核となる特別
番組を５夜連続で放送､また生中継も交えた30 時間に及ぶｷｬﾝ
ﾍﾟｰﾝ番組を放送するなど､10 年の取材･映像の蓄積が伝える震
災の教訓､地震のﾒｶﾆｽﾞﾑの最新研究や､被害を抑える減災の
試みなどについて総合的に構成し伝えたことが､公共放送なら
ではの取り組みとして評価された｡ 

 

 

受  賞  者 業  績 業 績 内 容・選 考 理 由   

ＮＨＫ『難問解決!
ご近所の底力』制作
班 
 

（ＮＨＫ） 

身近な地域意識の
醸成を促す新しい
視聴者参加バラエ
ティ番組の確立 

『難問解決！ご近所の底力』(毎週木)は､困っている地域の
住民たちをｽﾀｼﾞｵに招き､他の先進的な地域の取り組みを紹介
しながら､具体的な地域活性化のﾋﾝﾄを示し､楽しく問題解決を
探っていく生活情報番組｡番組をきっかけとして全国各地の町
内会や自治体に､新たなﾈｯﾄﾜｰｸや取り組みが生まれ､そのよう
なｸﾞﾙｰﾌﾟを支援する行政の動きも広がっている｡放送後の取り
組みを｢ご近所のその後｣として放送するなど､工夫を凝らした新
しい視聴者参加ﾊﾞﾗｴﾃｨ番組を確立したことが高く評価された｡ 



10

第３１回放送文化基金賞

「 個 人 ・ グ ル ー プ 部 門 」

－ 放 送 技 術 ―

受 賞 者（所 属） 業 績 業 績 内 容・選 考 理 由

音声チェッカー開
発グループ

代表 中島 良隆
（読売テレビ）

マスター監視の負
担を大幅に軽減で
きる音声チェッカ
ーの開発・運用

地上デジタル TV 放送がスタートし、各局のマスター
において、既存のアナログ放送とデジタル放送の両方を
同時に監視できる効率的な送出監視が求められている。
映像については、アナログ、デジタル 2 つの映像を 1 人
で同時監視できるが、音声については、遅延があるため、
1 人で聞きわけて監視することが困難である。2 つの音
声の遅延を補正した相互相関をパソコンを用いて機械的
に監視することにより、どちらか 1 つの音声のみを監視
すれば良い簡便な音声チェッカーを開発・運用した。

受 賞 者（所 属） 業 績 業 績 内 容・選 考 理 由

５倍速ハイビジョ
ンハイスピードカ
メラ開発グループ

代表 小笠原 俊英
（ＮＨＫ）

５倍速ハイビ
ジョンハイスピ
ードカメラの開
発

5 倍速のハイビジョンハイスピードカメラを世界で初
めて開発した。従来、130 万画素 2 並列読み出し CCD を
使用した 3 倍速カメラが実現していたが、システム重量
も 200kg を超えるものであった。新しく開発されたカメ
ラは、220 万画素 16 並列読み出し CMOS 撮像素子と半導
体メモリを使用し、5 倍速の高速記録を実現した。シス
テム重量も 28kg と大幅に軽量化された。順次走査の採
用によりスローモーションやストップモーションでの高
画質を実現した。CMOS 素子のバラツキによる画質劣化
を信号処理で改善したことも特筆される。

受 賞 者（所 属） 業 績 業 績 内 容・選 考 理 由

せき
関

かつや
克哉

（フジテレビ）

モーションコン
トロールカメラ
シ ス テ ム
「Camsat」の開
発・運用

 従来の、クレーン方式のモーションコントロールカメ
ラシステムにくらべ、時間とコスト、専門知識の必要性
を大幅に軽減するシステムとして、可動型クロマキーの
構築、360 度撮影を可能にする撮影機構やシンプルで容
易なカメラワークを可能にするコントローラを開発・運
用した。自由度の高い映像表現が幅広いジャンルの制作
現場で可能となり、映像制作に大きく寄与した。

受 賞 者（所 属） 業 績 業 績 内 容・選 考 理 由

ＴＶＭＬ研究開発
チーム

代表 林 正樹
(ＮＨＫ)

ＴＶＭＬの実用化

TVML（TV Program Making Language）はテレビ番組を
記述できる言語であり、TVML プレイヤーと呼ぶパソコ
ンソフトにより、CG、音声合成などを使って、安価に、
リアルタイムでテレビ番組を出力することができる。
TVML プレイヤー実用版開発、オーサリングツール
「TVML オーサ」開発、TVML による簡易番組制作シス
テム開発、ワープロ平書き台本による制作の研究など総
合的な実用化開発を行った。NHK 番組、ケーブルテレ
ビ、大学・専門学校における教材制作などの利用実績を
得ている。


